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平成26年度

町
の
自
主
財
源
は
約
４
割

町
税
は
前
年
度
比
２
・
３
％
増

一
般
会
計
の
歳
入
は
、
前
年
度

と
比
較
し
て
８
億
４
千
９
０
０
万

円（

対
前
年
度
比
11
・
７
％
増）

の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。
町
税

は
、
た
ば
こ
税
の
減
額
を
見
込
ん

だ
も
の
の
、
町
民
税
や
固
定
資
産

税
は
増
収
を
見
込
み
５
千
４
４
７

万
円
増（

対
前
年
度
比
２
・
３
％

増）

の
23
億
７
千
３
９
７
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

地
方
交
付
税
は
、
特
別
交
付
税

の
若
干
の
伸
び
を
見
込
み
２
千
９

０
１
万
円
増（

対
前
年
度
比
１
・

７
％
増）

の
17
億
８
千
４
９
６
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

繰
入
金
は
、
財
源
不
足
へ
の
対

応
と
し
て
財
政
調
整
基
金
と
義
務

教
育
施
設
整
備
基
金
を
合
わ
せ
て

８
千
６
３
０
万
円
増（

対
前
年
度

比
33
・
８
％
増）

の
３
億
４
千
１

３
１
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

町
債
に
つ
い
て
は
、
八
千
代
第

一
中
学
校
校
舎
改
築
や
保
育
園
施

設
整
備
な
ど
に
伴
い
１
億
３
千
５

４
１
万
円
増（

対
前
年
度
比
17
・

５
％
増）

の
９
億
１
千
90
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

自主財源と依存財源

市町村の財源は、町税や使用料、手

数料などの自主財源と地方交付税や国

県支出金、町債などの依存財源に分け

られます。

自主財源が多いほど町の財政運営の

自主性、安定性が確保できます。八千

代町の自主財源は31億8千732万円で全

体の39.4％となります。

財
政
用
語
解
説

【

予
算】

…
一
定
期
間
に
お
け
る
収
入

及
び
支
出
を
見
積
っ
た
計
画
を
い
い

ま
す
。

【

一
般
会
計
と
特
別
会
計】

…
一
般
会

計
は
、
地
方
公
共
団
体
の
会
計
の
中

心
を
な
す
も
の
で
行
政
運
営
の
基
本

的
な
経
費
を
網
羅
し
て
計
上
し
た
会

計
で
す
。
特
別
会
計
は
、
料
金
な
ど

で
経
営
す
る
事
業
活
動
を
一
般
会
計

と
分
け
て
、
法
律
や
条
例
で
設
置
し

て
経
理
す
る
会
計
で
す
。

【

歳
入】

…
そ
の
地
方
公
共
団
体
の
会

計
年
度（

４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で）

の
収
入
見
込
み
額
で
す
。

●
町
税
…
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ

く
町
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動

車
税
、
た
ば
こ
税
な
ど
で
す
。

●
繰
入
金
…
積
立
金（

基
金）

か
ら

取
り
崩
し
て
運
用
す
る
お
金
で
す
。

●
国
県
支
出
金
…
国
庫
支
出
金
と
県

支
出
金
。
国
庫
支
出
金
は
、
市
町
村

が
行
う
特
定
の
事
業
に
対
し
て
国
か

ら
交
付
さ
れ
る
補
助
金
。
県
支
出
金

も
特
定
の
事
業
に
対
し
て
県
か
ら
交

付
さ
れ
る
補
助
金
で
す
。
国
県
支
出

金
は
、
あ
ら
か
じ
め
使
い
道
が
決
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

●
地
方
交
付
税
…
地
方
公
共
団
体
が

等
し
く
そ
の
行
う
べ
き
事
務
を
遂
行

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
一
定
の

基
準
に
よ
り
国
が
地
方
に
交
付
す
る

税
を
い
い
ま
す
。

●
町
債
…
町
の
借
入
金（

借
金）

で
、

借
り
入
れ
る
期
間
が
１
年
を
超
え
る

も
の
を
い
い
ま
す
。
な
お
、
地
方
公

共
団
体
の
会
計
制
度
で
は
、
借
金
を

し
て
も
現
金
が
入
っ
て
く
る
と
い
う

意
味
で
収
入
と
し
て
扱
わ
れ
ま
す
。

その他の交付金 3,795万円（0.5％）

自動車取得税交付金1,249万円 配当割交付金859万円

地方特例交付金748万円 利子割交付金444万円

交通安全対策特別交付金237万円 ゴルフ場利用税交付金198万円

株式等譲渡所得割交付金60万円

地方譲与税 1億4,727万円（1.8％）

地方消費税交付金

2億3,109万円（2.8％）

その他3,770万円（0.5％）

使用料・手数料3,084万円

財産収入685万円 寄附金1万円

繰入金

3億4,131万円

（4.2％）

諸収入

2億164万円

（2.5％）

分担金・負担金

7,970万円 (1.0%)

歳入
８１億

1,100万円

町税

23億7,397万円

（29.3％）
町債

9億1,090万円

（11.2％）

地方交付税

17億8,496万円

（22.0％）

国庫支出金

11億9,524万円

（14.7％） ポイント①

繰越金

1億5,300万円

（1.9％）

県支出金

6億1,627万円

（7.6％）

一
般
会
計

歳
入

自主財源（39.4%)

依存財源（60.6%)

平成26年第１回町議会定例会で、平成26年

度の予算が可決されました。今年度の予算

の概要をお知らせします。

※
本
文
及
び
図
表
な
ど
は
、
千

の
位
を
四
捨
五
入
し
て
い
ま
す
。

合
計
な
ど
の
数
値
に
若
干
の
誤

差
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■問い合わせ 企画財政課財政係（内線3220)
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歳出 性質別グラフ人
件
費
、
公
債
費
は
減
少

投
資
的
経
費
が
59・

９
％
増
加

目
的
別
グ
ラ
フ
と
性
質
別
グ
ラ

フ
で
一
般
会
計
の
歳
出
を
示
し
ま

し
た
。
義
務
的
経
費
が
31
億
８
千

４
３
３
万
円
で
歳
出
全
体
の
39
・

２
％
を
占
め
、
前
年
度
よ
り
３
・

５
％
低
下
し
て
い
ま
す
。

義
務
的
経
費
に
あ
た
る
扶
助
費

は
13
億
79
万
円
で
、
歳
出
全
体
の

16
・
０
％
を
占
め
前
年
度
よ
り
４

千
８
８
８
万
円
増（

３
・
９
％
増）

と
な
っ
て
い
ま
す
。
人
件
費
は
、
職

員
の
削
減
な
ど
に
よ
り
前
年
度
よ

り
８
千
６
８
６
万
円
減（

６
・
４

％
減）

の
12
億
６
千
５
３
５
万
円
、

借
金
を
返
済
す
る
た
め
の
公
債
費

は
、
前
年
度
よ
り
７
千
７
８
７
万

円
減（

11
・
２
％
減）

の
６
億
１
千

８
１
９
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
投
資
的
経
費
と
な
る
普

通
建
設
事
業
費
は
、
歳
出
全
体
の

19
・
２
％
、
15
億
５
千
９
９
８
万

円
と
な
り
前
年
度
と
比
較
し
て

59
・
９
％
増
の
高
い
伸
び
と
な
り

ま
し
た
。
高
い
伸
び
を
示
し
た
主

な
要
因
は
、
八
千
代
第
一
中
学
校

校
舎
改
築
事
業
や
東
中
学
校
校
舎

改
築
設
計
委
託
事
業
、
下
結
城
小

学
校
ト
イ
レ
改
修
事
業
の
実
施
に

よ
る
も
の
で
す
。

ポイント②

【

目
的
別
経
費】

●
民
生
費
…
主
に
高
齢
者
、
障
害
者
、

児
童
福
祉
な
ど
に
使
わ
れ
る
経
費
で
す
。

●
教
育
費
…
学
校
や
体
育
館
な
ど
教

育
施
設
の
整
備
や
運
営
に
使
わ
れ
る

経
費
で
す
。

●
総
務
費
…
選
挙
や
税
金
の
徴
収
、戸

籍
、
住
民
基
本
台
帳
な
ど
行
政
全
般

の
事
務
に
関
す
る
経
費
で
す
。

●
土
木
費
…
橋
や
道
路
、
公
園
な
ど

の
整
備
に
使
わ
れ
る
お
金
で
す
。

●
公
債
費
…
町
債（

借
金）

の
返
済

に
充
て
ら
れ
る
経
費
で
す
。

●
衛
生
費
…
ご
み
処
理
や
母
子
保
健
、

検
診
な
ど
に
使
わ
れ
る
経
費
で
す
。

●
農
林
業
費
…
農
家
の
支
援
や
農
地

の
整
備
な
ど
に
使
わ
れ
る
お
金
で
す
。

●
消
防
費
…
消
防
施
設
の
整
備
費
や

広
域
消
防
へ
の
負
担
金
な
ど
で
す
。

●
議
会
費
…
議
会
の
運
営
な
ど
に
使

わ
れ
る
経
費
で
す
。

●
商
工
費
…
商
工
業
者
な
ど
の
支
援

に
使
わ
れ
る
経
費
で
す
。

●
労
働
費
…
雇
用
対
策
な
ど
、
勤
労

者
の
支
援
に
使
わ
れ
る
経
費
で
す
。

【

性
質
別
経
費】

●
扶
助
費
…
社
会
福
祉
、
老
人
福
祉
、

児
童
福
祉
、
生
活
保
護
費
に
使
わ
れ

る
経
費
で
す
。

●
人
件
費
…
職
員
の
給
料
や
議
員
の

報
酬
な
ど
に
使
わ
れ
る
経
費
で
す
。

●
公
債
費
…
町
債（

借
金）

の
返
済

に
充
て
ら
れ
る
お
金
で
す
。

●
普
通
建
設
事
業
費
…
公
共
施
設
の

新
増
設
や
道
路
な
ど
を
整
備
す
る
た

め
の
お
金
で
す
。

●
物
件
費
…
備
品
の
購
入
や
事
業
の

委
託
費
な
ど
に
使
わ
れ
る
経
費
で
す
。

行政の支出を目的別に区分したものが目的別経費

といわれています。行政事務配分の割合として見

ることもできます。

その他 2,761万円（0.4％）

予備費2,000万円

貸付金700万円

投資及び出資金61万円

人件費

12億6,535万円

（15.6％）

扶助費

13億79万円

（16.0％）

公債費

6億1,819万円

（7.6％）

普通建設事業費

15億5,998万円

（19.2％）

性質別経費…行政の支出を経済的な性質別に区分したもの

が性質別経費といわれます。人件費・扶助費・公債費など

は支出の削減が容易でないため、義務的経費に分類されます。

民生費
（30.0%)

24億
3,187万円

教育費
（22.9%)

18億
5,518万円

総務費
（12.2%)

9億
9,314万円

土木費
（8.1%)

6億
5,770万円

公債費
（7.6%)

6億
1,819万円

商工費 (0.5%) 4,391万円

予備費 (0.3%) 2,000万円

労働費など (0.2%) 1,543万円

議会費 (1.4%) 1億1,154万円

消防費（4.6%) 3億7,108万円

農林業費 (5.7%) 4億6,248万円

衛生費（6.5%) 5億3,048万円

義務的経費と投資的経費

市町村の経費には、削減が難しい人件

費や扶助費、公債費の義務的経費と支出

の効果が資本形成に向けられる投資的経

費があります。

義務的経費の増加は、財政構造の硬直

化を示すものですが、扶助費は人口の高

齢化に伴い今後も増加すると思われます。

維持補修費 7,769万円

（1.0％）

一
般
会
計

歳
出

繰出金

9億5,887万円

（11.8％）

物件費

10億3,894万円

（12.8％）

補助費等

12億6,358万円

（15.6％）

義務的経費 (39.2%)

投資的経費 (19.2%)

歳出
８１億
1,100万円

歳出 目的別グラフ
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特
別
会
計
は
、
全
会
計
の
合
計

額
が
65
億
６
千
８
４
６
万
円
と
な

り
、
前
年
度
に
比
較
し
て
３
千
２

４
９
万
円（

前
年
度
比
０
・
５
％）

の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
う
ち
年
々
増
加
傾
向
に
あ

る
の
が
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

で
す
。
今
年
度
は
29
億
８
千
７
８

９
万
円
で
前
年
度
に
比
較
し
て
１

億
６
千
８
７
８
万
円（

前
年
度
比

６
・
０
％）

の
増
加
と
な
っ
て
い

ま
す
。
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
も
８
５
８
万
円（

前
年
度
比
５
・

４
％）

の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
財
政
は
、
高
齢
化

や
医
療
技
術
の
高
度
化
な
ど
に
よ

る
医
療
費
の
増
加
に
よ
り
、
依
然

と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

町
で
は
こ
う
し
た
厳
し
い
財
政

事
情
を
考
慮
し
て
今
年
度
も
特
定

健
診
の
受
診
率
向
上
を
目
指
し

て
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
や
健
康

の
保
持
増
進
を
図
る
た
め
の
さ
ま

ざ
ま
な
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
介
護
保
険
特
別
会
計
も
６

千
１
３
６
万
円（

前
年
度
比
４
・

１
％）

の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
、
介
護
予

防
の
た
め
の
教
室
を
開
催
し
、
高

齢
者
の
支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。

●医療福祉費支給助成事業

…２, ００９万円

県の行う医療福祉費支給の対象範囲を、

町独自で拡大します。平成26年10月か

ら支給対象を中学３年生までとします。

●消防分団詰所改築事業…２, １５０万円

安心・安全に暮らせる町を目指して、消防力の強化と防災施設の整備を進めます。

今年度は、老朽化した第４分団の詰所を改築します。

●道路整備事業…２億２, ６４８万円

二級町道３号線をはじめとする幹線道路や筑西幹線道路の整備を推進します。一

般町道についても維持補修、排水整備に努めます。

特
別
会
計
予
算

国
保
・
後
期
高
齢
・
介
護
が
高
い
伸
び

特別会計 予算額 対前年度比較

国民健康保険事業 29億8,789万円 1億6,878万円

後期高齢者医療事業 1億6,698万円 858万円

介護保険事業 15億7,173万円 6,136万円

中央土地区画整理事業 2億3,668万円 -6,754万円

農業集落排水事業 5億7,721万円 -2億1,069万円

下水道事業 4億1,313万円 3,264万円

水道事業
収益的 4億7,448万円 6,394万円

資本的 1億4,035万円 -2,458万円

平成２６年度予算注目事業
今年度予算の中から注目事業をピックアップしてご紹介します。

特別会計と企業会計

特別会計とは、特定の歳入

歳出を一般の歳入歳出と区別

して別個に処理するために設

けられる会計です。国民健康

保険事業や介護保険事業等、法

律によりその設置が義務付け

られているものと、条例によ

り設置するものがあります。

企業会計は、民間企業と同

じようにその事業収入で支出

を賄う独立採算で事業を行う

会計で、当町では水道事業が

該当します。

ポイント③

１．誰もが健やかに安心して暮らせるまち

●私立保育所施設整備事業

…１億２，８１６万円

安心して子どもを生み育てることがで

●出産子育て奨励金 …４５０万円

第３子以上の子を出産された方に、一

人につき30万円までの奨励金を支給し

ます。支給時期は、出産後、３歳の誕

生日後、小学校入学後に10万円ずつと

なります。

２．緑豊かで、安全・快適な生活環境のまち

きる子育て環境の整備として、八千代

保育園の園舎改築を補助します。
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●下結城小学校トイレ改修事業

…４,７２０万円

老朽化した下結城小学校のトイレの改

修工事を実施します。

●八千代第一中学校校舎改築事業

…１０億４,２１９万円

八千代第一中学校の新校舎建設及び旧

校舎の解体、撤去の工事を実施します。

●いばらきの園芸産地改革支援事業

…１, ０８３万円

生産・流通体制の充実を図り、地場農

産物・加工特産品のブランド化を推進

します。

●憩遊館管理運営事業

…３, ８８５万円

八千代グリーンビレッジを中心とした

●ＯＡ化整備事業…１億２, １２０万円

各業務システムの利活用を図りながら電子自治体の構築を推進し、行政サービス

の向上に努めます。また、平成27年度に導入されるマイナンバー制度に向けてシ

ステムの改修を図ります。

●コミュニティ推進事業…５, ４００万円

コミュニティ推進協議会の活動を中心に、地域の連帯感を醸成し、主体性に富ん

だ地域活動を促進する環境づくりに努めます。

３．町に愛着を持ち、意欲あふれる人を育むまち

事業期間は平成24年度から平成27年度

までです。

●東中学校校舎改築事業

…５,０００万円

東中学校の基本設計及び実施設計を行

います。事業期間は、平成26年度から

平成29年度までです。

４．交流・連携で広げる、にぎわいと活力のあるまち

観光資源を活用して、町のイメージアッ

プと観光の振興を図ります。

●霞ヶ浦用水事業

…５, ２２４万円

農業用水の安定供給を図るため、霞ヶ

浦用水事業を推進します。

５．みんなで築く、協働のまち

生
井
消
防
団
長
が
消
防
庁
長
官
表
彰

八
千
代
町
消
防
団
の
生
井
伸
一

団
長
が
平
成
25
年
度
消
防
功
労
者

消
防
庁
長
官
表
彰
で
永
年
勤
続
功

労
章
を
受
章
し
ま
し
た
。
３
月
７

日
、
役
場
町
長
室
で
大
久
保
司
町

長
に
受
章
の
報
告
を
し
ま
し
た
。

報
告
を
受
け
た
大
久
保
町
長
は
、

生
井
団
長
の
長
年
の
功
績
を
た
た

え
ま
し
た
。

生
井
団
長
は
、
昭
和
54
年
に
八

千
代
町
消
防
団
に
入
団
、
平
成
３

年
に
分
団
長
と
な
り
ま
し
た
。
平

成
８
年
か
ら
は
副
団
長
と
な
り
団

長
の
補
佐
役
と
し
て
消
防
団
の
活

動
を
影
で
支
え
ま
し
た
。
平
成
23

年
か
ら
は
、
消
防
団
長
と
な
り
団

員
の
先
頭
に
立
っ
て
活
躍
さ
れ
て

い
ま
す
。
生
井
団
長
は「

多
く
の

思
い
出
が
あ
る
が
、住
民
の
生
命
、

財
産
を
守
る
と
い
う
使
命
が
あ
る

の
で
あ
っ
と
い
う
間
の
期
間
で
し

た」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

女
性
消
防
隊
が
火
災
警
報
器
設
置
の
推
進

３
月
４
日
、
さ
わ
き
幼
稚
園
女

性
消
防
隊（

高
野
ひ
ろ
み
隊
長）

が
役
場
庁
庭
で
、
住
宅
用
火
災
警

報
器
設
置
の
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
実
施
し
ま
し
た
。

さ
わ
き
幼
稚
園
女
性
消
防
隊
は
、

平
成
13
年
４
月
に
園
児
の
母
親
と

職
員
で
結
成
。
現
在
40
名
の
隊
員

で
活
動
し
て
い
ま
す
。
女
性
な
ら

で
は
の
視
点
で
、
町
防
災
訓
練
で

の
消
火
器
取
り
扱
い
や
避
難
訓
練

の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま
す
。

章記を手にする生井消防団長（左）

警報器設置を呼びかける女性消防隊の皆さん


